
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の

こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
ま
た
平
素
は
学
院

の
教
育
・
運
営
に
関
し
ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
保

護
者
の
皆
様
に
少
し
で
も
学
院
の
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
始
め
ま
し
た
学
院
報
も
第
十

六
号
の
発
刊
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
も
理
学
療
法
学
科
四
十
五

期
生（
六
九
名
）、作
業
療
法
学
科
二
十
期
生（
三

九
名
）
言
語
療
法
学
科
十
六
期
生
（
三
八
名
）

を
新
た
に
迎
え
学
生
総
数
五
三
九
名
で
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。
学
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も

学
生
の
元
気
な
声
が
響
き
活
気
に
溢
れ
、
四
年

生
の
長
期
臨
床
実
習
も
理
学
療
法
学
科
は
四
月

二
日
か
ら
、
作
業
療
法
学
科
、
言
語
療
法
学
科

も
五
月
七
日
よ
り
始
ま
り
今
の
と
こ
ろ
順
調
に

経
過
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

前
回
の
学
院
報
に
も
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
よ
う
に
、
平
成
二
十
三
年
度
は
高
知
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
の
教
育
環
境
の
拡
充
・

整
備
（
図
書
館
、
合
同
教
室
、
運
動
場
、
進
入

路
等
）
へ
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
平
成
二
十

五
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ハ
ー
ド
面
で
の
改
革

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
更
に
ソ
フ
ト

面
か
ら
教
育
整
備
を
具
体
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
教
員
が
専
門

的
な
知
識
や
技
術
を
教
え
る
こ
と
は
勿
論
で
す

が
、
そ
れ
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
教
員
が
学
生

と
共
に
歩
む
心
を
持
ち
、
共
に
進
化
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
教
員
が
力
の
限
り
を
尽
く
し

て
学
生
の
学
習
面
、
生
活
面
で
の
悩
み
や
問
題

点
に
つ
い
て
共
に
考
え
解
決
（
サ
ポ
ー
ト
）
し

て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
こ
そ
が
大
切
で
、
口
で

言
う
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
悪
戦
苦
闘
の
中
か
ら
教
育
の
喜
び
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
教
育
の
原
点
は
寺
子
屋
教
育
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
ん
な
教
職
員

が
い
っ
ぱ
い
い
る
の
が
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
院
で
あ
り
ま
す
。

創
立
以
来
四
十
三
年
間
の
歴
史
の
中
で
育
ま

れ
醸
成
さ
れ
て
き
た
本
学
院
の
伝
統
や
卒
業
生

と
の
絆
を
、
学
生
た
ち
や
、
卒
業
生
、
保
護
者
、

地
域
の
方
々
、
そ
し
て
教
職
員
と
共
に
守
っ
て

い
く
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
高
知
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
の
歴
史
を
更
に
積
み
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
今
後

と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（ ）高知リハビリテーション学院報 第 号 年 月 日発行
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平成 年 月 日

言
語
療
法
学
科

青
木

優
歩

作
業
療
法
学
科

北
村

薫
子

理
学
療
法
学
科

中
山

智
則

理
学
療
法
学
科

森
岡

久
恵

言
語
療
法
学
科

木
村

仁
美

作
業
療
法
学
科

福
富

静

理
学
療
法
学
科

西
村

周
祐

言
語
療
法
学
科

藤
原

奈
緒

作
業
療
法
学
科

吉
本

知
世

理
学
療
法
学
科

亀
井

良
次

言
語
療
法
学
科

廣
瀬

静

言
語
療
法
学
科

青
木

優
歩

作
業
療
法
学
科

北
村

薫
子

理
学
療
法
学
科

中
山

智
則

理
学
療
法
学
科

森
岡

久
恵

言
語
療
法
学
科

木
村

仁
美

作
業
療
法
学
科

福
富

静

理
学
療
法
学
科

西
村

周
祐

言
語
療
法
学
科

藤
原

奈
緒

作
業
療
法
学
科

吉
本

知
世

理
学
療
法
学
科

亀
井

良
次

言
語
療
法
学
科

廣
瀬

静

専専
修修
学学
校校
教教
育育
振振
興興
会会

会会
長長
表表
彰彰
者者

専
修
学
校
教
育
振
興
会

会
長
表
彰
者

日日
本本
リリ
ハハ
ビビ
リリ
テテ
ーー
シシ
ョョ
ンン

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学学
校校
協協
会会
優優
秀秀
賞賞

学
校
協
会
優
秀
賞

日日
本本
理理
学学
療療
法法
士士
協協
会会
優優
秀秀
賞賞

日
本
理
学
療
法
士
協
会
優
秀
賞

日日
本本
言言
語語
聴聴
覚覚
士士
養養
成成
校校

日
本
言
語
聴
覚
士
養
成
校

教教
員員
連連
絡絡
協協
議議
会会
優優
秀秀
賞賞

教
員
連
絡
協
議
会
優
秀
賞

学学
院院
長長
表表
彰彰

学
院
長
表
彰

人間総合科学大学併修
についての報告

高知リハビリテーション学院では、平成
年から人間総合科学大学と併修提携を結び、
併修制度を取り入れています。この併修制
度とは、同時に専門学校と大学で学ぶシス
テムです。本学院は、豊かな人間性と高い
知性をもつことで品位を高めるという人間
総合科学大学の理念に共感し、幅広い教養
を身につけることが医療人の道を歩み始め
たときに必ずや役に立つとの思いから、併
修提携を結びました。
現在、約 割の学生がこの併修制度を利

用していますが、平成 年度高知リハビリ
テーション学院卒業生のうち、 名が、人
間総合科学大学人間学部人間科学科を平成
年 月 日に卒業しました。なおまた、

平成 年度入学者数は 名になる予定です。
卒業生には、医療や介護・福祉の場面に
おいて大学で得た学識をもって対象者から
信頼と敬愛の念を得て、活躍されるよう期
待しています。

（教務部長 山本）

就
職
情
報
室

高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
に

お
け
る
平
成
二
十
三
年
度
求
人
件
数

（
求
人
数
）
は
、
理
学
療
法
学
科
七
二

四
件
（
二
三
二
一
名
）、
作
業
療
法
学

科
七
三
六
件
（
二
三
八
六
名
）、
言
語

療
法
学
科
五
四
八
件
（
一
一
三

名
）

で
し
た
。
毎
年
求
人
は
五
月
か
ら
始
ま

り
、十
一
月
に
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

臨
床
実
習
を
終
え
た
四
年
生
は
、
十
月

か
ら
十
二
月
を
中
心
に
卒
業
研
究
発
表

や
国
家
試
験
勉
強
の
さ
な
か
、
就
職
説

明
会
へ
の
参
加
、
就
職
マ
ナ
ー
講
習
、

病
院
訪
問
、
履
歴
書
の
作
成
等
、
就
職

活
動
に
励
み
ま
す
。
卒
業
生
は
、
そ
れ

ぞ
れ
希
望
の
病
院
に
就
職
が
決
定
し
、

こ
の
四
月
よ
り
緊
張
し
な
が
ら
も
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
・
言
語
聴
覚
士
と
し
て
働
き
始
め
て

い
ま
す
。

平平
成成
二二
十十
三三
年年
度度
就就
職職
状状
況況

平
成
二
十
三
年
度
就
職
状
況

国
家
試
験
対
策
実
務
委
員
長

大
塚

貴
英

去
る
二
月
十
八
日
に
言
語
聴
覚
士
国
家
試

験
、
二
月
二
十
六
日
に
理
学
療
法
士
・
作
業

療
法
士
国
家
試
験
が
行
わ
れ
、
本
学
院
か
ら

は
、
言
語
療
法
学
科
一
九
名
、
理
学
療
法
学

科
五
三
名
、
作
業
療
法
学
科
四

名
が
受
験

し
ま
し
た
。
ど
の
学
科
も
、
教
職
員
の
指
導

及
ば
ず
、
若
干
名
の
不
合
格
者
が
出
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
残
念
で
す
。
今
年
の
国
家
試

験
も
昨
年
と
同
様
に
、
ど
の
分
野
も
難
易
度

は
高
く
、
全
国
の
平
均
合
格
率
が
、
言
語
聴

覚
士
六
二
・
三
％
、
理
学
療
法
士
八
二
・

四
％
、
作
業
療
法
士
七
九
・
七
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
厚
生
労
働
省
が

療

法
士
の
増
加
か
ら
質
の
確
保

へ
と
方
針
転

換
し
た
現
れ
で
あ
り
、
来
年
以
降
も
国
家
試

験
の
難
易
度
は
高
い
ま
ま
と
な
る
こ
と
が
予

想
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
本
学
院
は

質
の
高
い
療

法
士
の
輩
出

を
目
標
に
学
生
と
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
も
よ
り
一
層
、
質
の
高

い
教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
来
年
こ
そ
は

合
格
率
一

％

を
目
標
に
、
各
学
科
の
教
職
員
が

有
効
な
教
授
法
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
密

に
行
い
、
す
で
に
、
国
家
試
験
対
策
へ
と
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
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理
学
療
法
学
科

補
導
主
任

片
山

訓
博

理
学
療
法
学
科
第
四
十
一
期
生
五

三
名
は
十
二
月
に
卒
業
研
究
の
発
表

を
行
い
、
本
年
三
月
に
は
第
三
十
四

号
の
卒
業
研
究
集
を
発
刊
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
平
素
よ
り
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
す
実
習
地
の
先
生
方
、
卒

業
生
の
先
生
方
や
多
く
の
方
々
の
お

か
げ
で
あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
卒
業
研
究
は
学
院
に
お
け
る

学
業
の
集
大
成
で
あ
り
ま
す
。
発
表

当
日
は
、
そ
の
緊
張
感
か
ら
日
頃
の

学
生
生
活
で
は
見
せ
な
い
一
面
を
覗

か
せ
、
幾
度
と
な
く
ト
イ
レ
に
行
く

者
や
原
稿
を
真
剣
に
読
む
者
を
見
ま

し
た
。
論
文
作
成
で
も
、
自
分
の
意

見
を
文
章
作
成
す
る
困
難
さ
を
経
験

し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
や
卒
業
研
究
を
や

り
遂
げ
た
達
成
感
は
、
こ
れ
か
ら
の

臨
床
活
動
に
お
け
る
探
求
心
や
問
題

解
決
能
力
、
そ
し
て
熱
意
や
日
々
の

努
力
へ
と
繋
が
る
こ
と
と
確
信
い
た

し
ま
す
。こ
の
学
習
経
験
を
生
か
し
、

四
十
一
期
生
が
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
卒
業
研
究
作
成
に
ご
協

力
・
ご
指
導
戴
き
ま
し
た
皆
様
方
に

深
く
感
謝
し
、
重
ね
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
、
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
は
四
年

制
度
の
専
門
学
校
で
す
。
専
門
学
校
は
専
修
学
校
専
門
課
程
と
も

呼
ば
れ
ま
す
が
、
修
学
期
間
が
四
年
間
で
あ
っ
て
も
、
大
学
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
大
学
に
比
べ
て
医
療
系
の
専
門
学
校
で
学

ぶ
専
門（
医
学
）的
知
識
・
技
術
の
量
は
ハ
ン
パ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
学
・
心
理
・
社
会
福
祉
な
ど
学
ぶ
べ
き
知
識
は
幅
広
く
、

理
学
療
法
・
作
業
療
法
・
言
語
聴
覚
療
法
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識

と
技
術
は
、
卒
業
時
点
で
既
に
一
人
前
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
、

在
学
中
の
四
年
間
で
深
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
般
の
大
学
で
の

卒
業
に
必
要
な
最
低
の
単
位
数
は
一
二
四
単
位
で
す
が
、
本
学
院

で
は

理
学
療
法
学
科
一
三
七
単
位
（
三
四
五

時
間
）
・
作
業

療
法
学
科
一
三
七
単
位
（
三
六
九

時
間
）
・
言
語
療
法
学
科
一

六
二
単
位
（
三
五
一

時
間
）
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。
単
位

数
と
い
う
言
葉
は
馴
染
み
が
薄
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
見

て
も
一
割
以
上
多
い
こ
と
が
分
り
ま
す
。
時
間
数
は
、
大
学
で
は

使
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
四
年

生
の
専
門
学
校
で
は
卒
業
す
る
と

高
度
専
門
士

と
い
う
称
号

が
得
ら
れ
る
の
で
す
が
、こ
れ
に
は
四
年
間
で
三
四

時
間（
一

二
六
単
位
相
当
）以
上
の
履
修
が
必
要
と
の
文
部
科
学
省
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
学
院
へ
の
入
学
資
格
に
な
る
も
の
で
あ

り
、大
学
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
履
修
を
し
た
証
し
と
い
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
卒
業
後
の
臨
床
に
お
い
て
は
、
病
院
や
施
設
で
は
患

者
や
対
象
者
と
直
接
に
接
す
る（
診
療
す
る
）一
日
の
う
ち
の
時
間

が
他
の
職
種
に
比
べ
て
最
も
多
く
な
り
ま
す
。
患
者
や
対
象
者
の

信
頼
を
得
る
に
は
、
知
識
も
技
術
も
人
間
性
も
高
め
て
お
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、（
医
療
系
）
専
門
学
校
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
学

ぶ
こ
と
が
多
く
、
大
学
よ
り
も
多
い
授
業
時
間
数
で
、
さ
ら
に
国

家
試
験
も
控
え
て
い
て
、
進
級
や
卒
業
も
当
然
に
厳
し
い
も
の
と

な
り
ま
す
。

（
教
務
部

山
本
）

ご
存
知
の
と
お
り
、
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
は
四
年

制
度
の
専
門
学
校
で
す
。
専
門
学
校
は
専
修
学
校
専
門
課
程
と
も

呼
ば
れ
ま
す
が
、
修
学
期
間
が
四
年
間
で
あ
っ
て
も
、
大
学
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
大
学
に
比
べ
て
医
療
系
の
専
門
学
校
で
学

ぶ
専
門（
医
学
）的
知
識
・
技
術
の
量
は
ハ
ン
パ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
学
・
心
理
・
社
会
福
祉
な
ど
学
ぶ
べ
き
知
識
は
幅
広
く
、

理
学
療
法
・
作
業
療
法
・
言
語
聴
覚
療
法
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識

と
技
術
は
、
卒
業
時
点
で
既
に
一
人
前
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
、

在
学
中
の
四
年
間
で
深
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
般
の
大
学
で
の

卒
業
に
必
要
な
最
低
の
単
位
数
は
一
二
四
単
位
で
す
が
、
本
学
院

で
は

理
学
療
法
学
科
一
三
七
単
位
（
三
四
五

時
間
）
・
作
業

療
法
学
科
一
三
七
単
位
（
三
六
九

時
間
）
・
言
語
療
法
学
科
一

六
二
単
位
（
三
五
一

時
間
）
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。
単
位

数
と
い
う
言
葉
は
馴
染
み
が
薄
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
見

て
も
一
割
以
上
多
い
こ
と
が
分
り
ま
す
。
時
間
数
は
、
大
学
で
は

使
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
四
年

生
の
専
門
学
校
で
は
卒
業
す
る
と

高
度
専
門
士

と
い
う
称
号

が
得
ら
れ
る
の
で
す
が
、こ
れ
に
は
四
年
間
で
三
四

時
間（
一

二
六
単
位
相
当
）以
上
の
履
修
が
必
要
と
の
文
部
科
学
省
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
学
院
へ
の
入
学
資
格
に
な
る
も
の
で
あ

り
、大
学
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
履
修
を
し
た
証
し
と
い
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
卒
業
後
の
臨
床
に
お
い
て
は
、
病
院
や
施
設
で
は
患

者
や
対
象
者
と
直
接
に
接
す
る（
診
療
す
る
）一
日
の
う
ち
の
時
間

が
他
の
職
種
に
比
べ
て
最
も
多
く
な
り
ま
す
。
患
者
や
対
象
者
の

信
頼
を
得
る
に
は
、
知
識
も
技
術
も
人
間
性
も
高
め
て
お
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、（
医
療
系
）
専
門
学
校
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
学

ぶ
こ
と
が
多
く
、
大
学
よ
り
も
多
い
授
業
時
間
数
で
、
さ
ら
に
国

家
試
験
も
控
え
て
い
て
、
進
級
や
卒
業
も
当
然
に
厳
し
い
も
の
と

な
り
ま
す
。

（
教
務
部

山
本
）

言
語
療
法
学
科

補
導
主
任

吉
村
知
佐
子

平
成
二
十
三
年
言
語
療
法
学
科
十

二
期
生
の
卒
論
発
表
会
が
本
校
の
講

堂
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

言
語
療
法
学
科
で
は
、
三
年
次
よ

り
研
究
テ
ー
マ
、
担
当
の
教
員
を
決

め
、
約
二
年
を
か
け
研
究
を
進
め
て

い
き
ま
し
た
。
学
生
は
、
自
分
の
知

り
た
い
事
、疑
問
に
思
っ
て
い
る
事
、

で
き
る
事
は
何
で
あ
る
か
多
く
の
時

間
を
か
け
、
七
転
八
倒
し
な
が
ら
研

究
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
に
よ

り
今
後
社
会
人
と
し
て
も
求
め
ら
れ

る
学
ぶ
姿
勢
が
身
に
付
い
た
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
も
状
態
を
正
確
に
捉

え
る
た
め
、
そ
の
現
象
が
ど
う
し
て

起
こ
っ
て
い
る
か
疑
問
を
も
ち
、
研

究
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
三
日
間
で

し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
人

間
総
合
科
学
大
学
の
近
藤
昊
教
授
も

お
越
し
く
だ
さ
り
、
大
変
貴
重
な
ご

意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

作
業
療
法
学
科

補
導
主
任

有
光

一
樹

平
成
二
十
三
年
十
二
月
に
三
学
科

合
同
の
卒
業
研
究
発
表
会
が
行
わ

れ
、
作
業
療
法
学
科
は
四
一
名
が
発

表
し
ま
し
た
。
卒
業
研
究
は
、
三
年

次
生
か
ら
テ
ー
マ
を
決
め
る
の
で
す

が
、
受
動
的
な
学
生
が
多
く
、
自
分

か
ら

に
つ
い
て
研
究
が
し
た
い

に
つ
い
て
深
く
知
り
た
い

と

い
っ
た
能
動
的
な
発
言
は
少
な
く
、

前
途
多
難
な
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
教

員
に
も
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
テ
ー
マ
が
決
定
す
る
と
真
面
目

な
性
格
か
ら
、
大
半
が
計
画
通
り
に

進
行
し
、
卒
業
論
文
も
無
事
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
さ
え
決
ま
れ
ば
実
行
で
き

る
の
で
す
が
、
自
分
で
物
事
を
決
定

す
る
こ
と
の
難
し
さ
や
、
発
表
時
に

人
前
で
自
分
の
考
え
を
話
す
こ
と
な

ど
、
今
後
作
業
療
法
士
と
し
て
必
要

な
社
会
的
行
動
が
十
分
に
経
験
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
卒
業
研
究
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
患
者
さ
ん

の
た
め
に
役
立
て
る
作
業
療
法
士
に

成
長
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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言
語
療
法
学
科

櫻
木

理
恵

私
は
、
本
学
院
言
語
療
法
学
科
二
期

生
と
し
て
入
学
し
、
卒
業
後
、
成
人
分

野
・
小
児
分
野
で
の
八
年
間
の
臨
床
を

行
い
、
本
学
院
に
講
師
と
し
て
戻
っ
て

き
ま
し
た
。

今
年
度
で
教
員
と
し
て
三
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
、
十
四
期
生

の
一
・
二
年
次
の
補
導
副
主
任
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

日
々
の
関
わ
り
の
中
で
、
私
自
身
が
学

生
達
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
、
今
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。今

春
よ
り
、
今
年
度
入
学
の
十
六
期
生

の
補
導
主
任
を
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
、
補
導
主
任
と
な
る
の
が
初

め
て
の
経
験
で
す
の
で
、
不
安
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

学
生
達
の
日
々
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
み

ら
れ
る
こ
と
が
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、共
に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
、

学
生
と
一
緒
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

作
業
療
法
学
科

笹
村

聡

今
年
度
よ
り
、
作
業
療
法
学
科
講
師

と
な
り
ま
し
た
、
笹
村
聡
と
申
し
ま
す
。

現
在
は
作
業
療
法
学
科
一
年
生
の
補
導

副
主
任
を
務
め
て
お
り
、
担
当
科
目
は

身
体
障
害
評
価
学
や
、
評
価
手
技
、
治

療
学
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

十
年
前
に
本
学
院
を
卒
業
し
、
身
体

障
害
部
門
で
県
内
の
病
院
、
施
設
に
勤

務
を
し
て
い
ま
し
た
。
急
性
期
、
回
復
期
、

維
持
期
と
異
動
を
し
て
経
過
に
合
わ
せ

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
し
て
き

ま
し
た
。
施
設
に
い
た
際
に
は
、
入
居
さ

れ
て
い
る
方
や
、
通
所
と
し
て
自
宅
か
ら

通
っ
て
来
ら
れ
る
方
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
や
、

ま
た
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
に
従
事
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
身
体
障
害
の
分
野
と
い
っ

て
も
病
気
や
障
害
だ
け
に
目
を
向
け
ず
、

そ
の
方
の
心
の
あ
り
よ
う
や
今
ま
で
過
ご

さ
れ
て
き
た
環
境
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

思
い
を
至
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
点
が
作
業
療
法
、
ひ
い
て
は
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
従
事
に
お
い
て
の
特
徴
の
一

つ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

理
学
療
法
学
科

片
山

訓
博

理
学
療
法
学
科

講
師
の
片
山
訓
博

で
す
。
学
院
に
戻
り
九
年
目
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
に
担
任
し
た
学
生
を
二
度
卒

業
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
学
生
が

卒
業
す
る
四
年
間
は
多
く
の
困
難
や
出

来
事
、
思
い
出
が
あ
り
ま
し
た
。
一
年

生
よ
り
二
年
生
、
三
年
生
、
更
に
四
年

生
へ
と
困
難
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
成

長
し
て
く
れ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
趣
味
の
剣
道

を
通
じ
学
生
と
清
ら
か
な
汗
を
週
に
一

度
は
流
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
（
実
際

は
、
練
習
後
の
一
杯
の
ビ
ー
ル
の
た
め

か
も
！
）。
こ
の
時
は
、
学
生
は
ど
う
に

か
し
て
私
に
勝
と
う
と
し
、
私
も
そ
れ
に

対
し
負
け
じ
と
一
戦
を
交
え
ま
す
。
剣
道

の
言
葉
に

交
剣
知
愛

と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は

剣
を
交
え
て
初
め
て
相
手
の
愛

を
知
る
と
の
こ
と
で
す
。リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

現
在
の
指
導
の
目
標
は
、
患
者
様
に
対

し
て
接
し
た
時
、
我
々
の

愛

を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
育
て
る
こ

と
に
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度

か
ら
ま
た
理
学
療
法
学
科
一
年
次
生
の
主

任
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で

あ
り
ま
す
の
で
卒
業
生
を
始
め
諸
先
生
方

に
は
大
変
お
世
話
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
ご
支
援
や
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

言
語
療
法
学
科
二
年

山

花
菜

私
は
、
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
言

語
療
法
学
科
に
入
学
し
て
一
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
一
年
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
い
、
ま

た
新
し
い
出
来
事
が
多
く
、
と
て
も
充
実
し
た

一
年
で
し
た
。

二
年
生
に
な
っ
た
現
在
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
準
備
を
統
括
す
る
役
割
を
任
さ
れ
責

任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ク
ラ
ス
の
仲

間
が
ま
と
ま
り
、
手
伝
っ
て
く
れ
る
の
で
楽
し

く
充
実
し
て
い
ま
す
。
勉
学
の
方
で
も
、
言
語

聴
覚
士
に
必
要
と
さ
れ
る
専
門
科
目
、
ま
た
訓

練
や
検
査
な
ど
を
実
践
形
式
で
行
う
演
習
活
動

も
増
え
、
つ
い
て
い
け
る
か
心
配
で
す
が
、
先

生
方
の
指
導
や
先
輩
方
の
助
言
を
受
け
、
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
言
語
聴
覚
士
を
志
望
し
た
理
由
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
障
害
が
あ
る
人
を

少
し
で
も
良
く
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
私
が
今
で
き
る
こ
と
は
、
知
識
を

増
や
し
、
仲
間
た
ち
と
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
よ
り
良
い
言
語
聴
覚
士

に
な
る
下
準
備
を
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
多
く
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
知
識
や
経
験
を
同
じ
目
標
を
も
つ
仲
間
た
ち
と

と
も
に
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

作
業
療
法
学
科
二
年

廣
末

良
太

二
年
生
に
進
級
し
て
、
正
直
休
み
が
少
な
く

な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
そ
の
分
無
意
味

に
だ
ら
け
る
事
が
、
ど
れ
だ
け
自
分
の
大
切
な

時
間
を
削
っ
て
い
る
の
か
が
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
あ
の
時
に
あ
あ
し
て
お
け
ば

良
か
っ
た

こ
う
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た

と
何
回
も
何
回
も
思
っ
た
。
だ
か
ら
今
は
そ
ん

な
後
悔
を
し
な
い
よ
う
、
時
間
を
出
来
る
だ
け

有
効
に
使
お
う
と
心
が
け
て
い
る
。

勉
強
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る
が
、
協
調
性

を
持
つ
事
も
作
業
療
法
士
に
と
っ
て
必
要
な
事

な
の
で
は
な
い
か
と
最
近
感
じ
て
い
る
。
人
と

の
付
き
合
い
や
礼
儀
作
法
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
自

分
に
足
り
な
い
事
は
沢
山
あ
る
が
、
一
つ
だ
け

自
信
を
持
っ
て
い
る
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の

学
校
の
生
徒
な
ら
み
ん
な
出
来
て
い
る
で
あ
ろ

う

挨
拶

で
あ
る
。
こ
の
学
校
に
い
た
ら
、

そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
出
来
て
当
た
り
前
の
事

に
な
っ
て
い
て
、
自
分
で
も
正
直
驚
く
事
が
あ

る
。
外
部
の
先
生
方
が
よ
く
挨
拶
が
で
き
て
い

る
と
褒
め
て
く
だ
さ
る
事
が
あ
り
、
自
分
の
一

番
自
信
が
あ
る
部
分
で
あ
る
し
、
こ
の
学
校
の

誇
れ
る
所
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

理
学
療
法
学
科
二
年

大
野

瑞
穂

本
学
院
に
入
学
し
て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し

た
。
入
学
当
初
は
勉
強
に
つ
い
て
い
け
る
の
だ

ろ
う
か
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し

先
生
方
が
優
し
く
熱
心
に
教
え
て
く
れ
た
り
、

先
輩
方
も
資
料
を
く
れ
た
り
と
、
様
々
な
援
助

の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
休
み
時
間
に
は
み
ん
な
で
勉
強
を

教
え
あ
い
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
も
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
人
で
は
大
変
な
こ
と
も

み
ん
な
で
や
る
こ
と
で
乗
り
越
え
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
設
備
も
整
っ
て
お
り
、
空
き
時
間
に

勉
強
を
し
に
行
く
と
た
く
さ
ん
の
学
生
が
熱
心

に
勉
学
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と

で
、
い
い
刺
激
に
な
り
自
分
の
勉
学
へ
の
意
識

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
勉
強
が
大
変
な
中
、
レ

ク
大
会
や
学
院
祭
な
ど
学
校
行
事
で
ク
ラ
ス
の

団
結
力
も
深
ま
り
、
楽
し
い
思
い
出
も
で
き
て

い
ま
す
。
と
て
も
充
実
し
た
学
生
生
活
で
す
。

学学学学学学学学
校校校校校校校校
生生生生生生生生
活活活活活活活活
にににににににに
つつつつつつつつ
いいいいいいいい
てててててててて

学
校
生
活
に
つ
い
て
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新
学
期
が
始
ま
っ
て
二
ヶ
月
、
新
し
い
環
境
で
頑
張
っ

た
疲
れ
が
出
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
体
調

や
心
の
調
子
を
自
分
で
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
自
分
が
一
番
楽
し
め
る
こ
と
や
好
き
な
こ
と

を
し
て
、
心
も
上
手
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
六

月
と
言
え
ば
梅
雨
に
入
り
、
ジ
メ
ジ
メ
蒸
し
暑
い
日
が
多

く
な
っ
て
き
ま
す
。
湿
度
が
高
く
蒸
し
暑
い
日
が
続
く
と

思
え
ば
、
急
に
肌
寒
く
感
じ
ら
れ
る
日
も
あ
り
ま
す
。
気

温
に
合
わ
せ
て
衣
服
を
上
手
に
調
節
し
て
、
体
調
を
崩
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。【
食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
】
六
月
か
ら
九
月
は
食
中
毒
が
増
え
る
時
期
で
す
。
食
中
毒
と
は
、
有

毒
な
微
生
物
や
化
学
物
質
を
含
む
飲
食
物
を
食
べ
た
結
果
生
じ
る
健
康
障

害
で
す
。
多
く
は
急
性
胃
腸
障
害
（
嘔
吐
、
腹
痛
、
下
痢
な
ど
の
症
状
）

を
お
こ
し
ま
す
。
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

調
理
の
前
に
は
手
洗
い
を
し
っ
か
り
行
い
、
食
器
や
調
理
用
具
も
洗

浄
・
消
毒
す
る
。

調
理
後
は
早
め
に
食
べ
る
。

食
品
の
中
心
部
ま
で

十
分
加
熱
す
る
（
七
十
五
度
で
一
分
以
上
）。【
も
し
食
中
毒
に
な
っ
た
ら
】

軽
症
の
場
合
は
、
水
分
を
補
給
し
消
化
の
良
い
物
を
食
べ
て
様
子
を
み
ま

す
。嘔
吐
や
下
痢
が
続
く
場
合
は
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

重
症
化
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
下
痢
止
め
は
使
用
禁
止
で
す
。
最
後
に
、

学
生
の
皆
さ
ん
が
心
身
と
も
に
健
康
な
学
生
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
保

健
室
で
は
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
ケ
ガ
を
し
た
時
や
体
調
の
悪
い
時
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
人
暮
ら
し
の
食
生
活
の
こ
と
、
精
神
面
や
身
体
面

の
心
配
事
な
ど
、
気
軽
に
保
健
室
を
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て

昨
年
十
月
よ
り
、
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
と
特
典
が
も
ら

え
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
制
度
を
始
め
ま
し
た
。
本
を
借
り

る
と
二
ポ
イ
ン
ト
、
国
試
問
題
一
問
一
答
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
と
二
ポ
イ
ン
ト
、
文
献
複
写
の
申
込
を
す
る
と
十
ポ

イ
ン
ト
、
休
日
開
館
日
に
来
館
す
る
と
三
ポ
イ
ン
ト
が
も

ら
え
ま
す
。ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
学
生
の
皆
さ
ん
は
勿
論
、

卒
業
生
や
学
院
の
教
職
員
に
も
適
応
さ
れ
ま
す
。

気
に
な
る
特
典
の
内
容
は
、
十
ポ
イ
ン
ト
で
マ
ン
ガ
を

三
冊
、
二
十
ポ
イ
ン
ト
で
さ
ら
に
三
冊
、
三
十
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
一
気

に
十
冊
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
ン
ガ
は

や

医
龍
、

る
ろ
う
に
剣
心
、
の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ

な
ど
様
々
な
種
類
を
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
図
書
館
の
本
の
貸
出
冊

数
を
冊
増
や
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ち
な
み
に
図
書
館
の
本
は
人
五
冊

ま
で
貸
出
可
能
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
図
書
館
で
預
か
り
、
そ
の
都
度
ポ
イ
ン
ト
を
押
し

て
い
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
好
き
な
時
に
自
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
、
マ
ン
ガ
を
全
巻
借
り
た
り
、
あ
と

も
う
一
冊
図
書
を
借
り
た
い
と
い
う
時
に
使
っ
た
り
と
、
必
要
に
合
わ
せ

て
使
い
こ
な
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
図
書
館
で
は
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【ソフトボールサークル】
理学療法学科 三年 左京 宗顕

ソフトボールサークルは、毎週土曜日に土佐市の鳴川グランドで練習して
います。練習時間は、 時から 時の 時間です。部員の中には、経験者だ
けでなく未経験者も多数在籍してします。また、男性ばかりでなく女性部員
やマネージャーも在籍しているので、気軽に参加して欲しいと思っています。
そして、年に 回ほど一般の大会に出場し、昨年は チームの中で優勝する
ことが出来ました。部員が 名以上いるので、先輩方との情報交換も行える
と思います。今後新入生が増えて更に賑やかなサークルになると嬉しいです。

作
業
療
法
学
科
二
年

山
沖

一
哉

平
成
二
十
四
年
度
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

の
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

学
科

二
年
の
山
沖
一
哉
で
す
。
今
回
、
委
員
長
と
い
う

立
場
に
立
ち
、
わ
か
ら
な
い
部
分
が
多
く
色
々
と

戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
委
員
や
教

務
・
学
生
課
の
森
澤
さ
ん
、
そ
し
て
去
年
の
委
員

長
の
協
力
も
あ
っ
て
怪
我
や
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
無
事
に
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一

年
生
は
入
学
し
て
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
戸
惑
う

こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
大
会
を
通

し
て
友
達
と
の
絆
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ

り
深
ま
っ
た
よ
う
に
窺
え
ま
し
た
。
自
分
は
人
前

に
立
つ
の
が
苦
手
で
当
日
の
説
明
の
際
に
も
緊
張

し
て
上
手
く
喋
れ
ず
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。
最
初
は
レ
ク
委
員
長
を
辞
退
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
が
大
会
を
終
え
て
や
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
他

の
科
の
人
達
と
も
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来

て
、多
少
苦
手
を
克
服
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

レ
ク
委
員
長

と
し
て
足
り

な
い
部
分
が

多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
こ

の
経
験
を
来

年
の
レ
ク
委

員
長
に
伝

え
、
今
年
以

上
に
盛
り
上

が
る
レ
ク
に

す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い

ま
す
。

レレ
クク
リリ
エエ
ーー
シシ
ョョ
ンン
大大
会会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

【ダンスサークル】
理学療法学科 二年 前田 莉彩

ダンスサークルは、基本的に踊りたい時に踊る
という自由すぎるサークルです。普段はあまり活
動していませんが、部員が集まったら学院祭の
オープニングで踊りたいと考えています。その時
には、 ヵ月くらい前から自分達で音楽や振り付
けを考え、週に 回練習をしたいと思います
（でも、バイト等の個人の都合にも合わせます）。
私も高校のダンス部に入るまでは、ダンスなんか
絶対無理だと思っていましたが、実際に踊ってみ
るとなかなか楽しいものでした。誰でも踊れるよ
うな振りを考えようと思っているので、一緒に
踊ってみませんか。もちろん初めての人も歓迎で
す。今は本当に少ない人数ですが、今後賑やかな
サークルになると良いと思っています。



現
在
、
広
島
大
学
病
院
に
勤
務
し
て

い
ま
す
吉
村
安
希
子
と
申
し
ま
す
。
言

語
療
法
学
科
三
期
生
と
し
て
学
院
を
卒

業
し
て
九
年
が
経
ち
ま
し
た
。

広
島
大
学
病
院
は
診
療
科
が
医
科
三

一
科
、
歯
科
一
三
科
、
病
床
数
が
七
四

床
あ
り
、
広
島
県
の
高
度
先
進
医
療

を
担
う
機
関
の

つ
で
、
言
語
聴
覚
士

は
医
科
に
三
名
、
歯
科
に
一
名
が
勤
務

し
て
い
ま
す
。

私
が
広
島
大
学
病
院
で
勤
務
を
始
め

た
の
は
二

八
年
か
ら
で
、
そ
れ
ま

で
は
高
知
県
の
慢
性
期
病
院
に
勤
務
し

て
お
り
、
成
人
の
摂
食
・
嚥
下
訓
練
、

失
語
症
訓
練
、
構
音
訓
練
が
主
な
対
象

で
し
た
。
広
島
大
学
病
院
で
は
そ
れ
ら

の
訓
練
の
他
に
、小
児
の
言
語
訓
練（
言

語
発
達
遅
滞
、
構
音
障
害
な
ど
）、
人

工
内
耳
の
調
整
な
ど
の
訓
練
、
聴
力
検

査
、
音
声
機
能
検
査
、
発
達
検
査
な
ど

の
諸
検
査
を
行
わ
な
く
て
は
い
け
な
く

な
る
た
め
、
勤
務
当
初
は
仕
事
が
勤
ま

る
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、

急
性
期
で
も
回
復
期

で
も
慢
性
期
で
も
言
語
聴
覚
士
と
し
て

行
う
内
容
は
一
緒
。
患
者
さ
ん
の
症
状

を
評
価
し
、
分
析
し
て
訓
練
を
す
る
。

そ
れ
の
繰
り
返
し
だ
。
と
い
う
恩
師

の
言
葉
を
思
い
出
し
、
言
語
聴
覚
士

と
し
て
す
る
こ
と
が
同
じ
な
ら
ば
、
精

一
杯
や
れ
ば
大
丈
夫

と
自
分
を
励

ま
し
、
お
か
げ
で
今
も
楽
し
く
続
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
の
職
場
で
四
年
目
を
迎
え
、
気
が

付
く
と
、
脳
腫
瘍
患
者
に
言
語
機
能
を

残
存
さ
せ
な
が
ら
腫
瘍
を
摘
出
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
る

（
手
術
中
に
覚
醒
さ
せ
、
電

気
刺
激
を
行
い
な
が
ら
言
語
症
状
が
出

る
場
所
が
な
い
か
確
認
を
す
る
）
に
参

加
し
た
り
、
て
ん
か
ん
患
者
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
の
患
者
の
術
前
・
術
後
の
高

次
脳
機
能
評
価
を
行
っ
た
り
な
ど
、
予

想
し
な
か
っ
た
多
く
の
経
験
を
し
て
い

ま
し
た
。
聞
い
た
事
の
無
い
よ
う
な
疾

患
の
方
に
出
合
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

都
度
文
献
を
調
べ
た
り
、
医
師
に
聴
い

た
り
し
な
が
ら
、幅
の
広
い
仕
事
内
容
、

多
く
の
職
員
と
の
関
わ
り
に
も
慣
れ
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
年
度
で
、
言
語
聴
覚
士
十
年
目
と

な
り
節
目
の
年
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
経
験
年
数
に
相
応
し
い
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ

う
か
と
自
問
自
答
し
な
が
ら
、
恩
師
の

言
葉
を
胸
に
患
者
さ
ん
や
家
族
に
寄
り

添
い
つ
つ
質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
言
語
聴
覚
士
を
目
指

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

年 月 日発行 高知リハビリテーション学院報 第 号（ ）

広
島
大
学
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
（
診
療
支
援
部
）

言
語
聴
覚
士

言
語
療
法
学
科
三
期
生

吉
村
安
希
子

月 ・ 日 オリエンテーション

健康診断

月 日 入学式

月 日 前期授業開始

月 日 レクリエーション

月 日

月 日
前期定期試験

月 日

月 日
夏季休業

月 ・ 日 よさこい祭参加

月 日 土佐市大綱まつり

月 ・ 日 オリエンテーション

健康診断

月 日 入学式

月 日 前期授業開始

月 日 レクリエーション

月 日

月 日
前期定期試験

月 日

月 日
夏季休業

月 ・ 日 よさこい祭参加

月 日 土佐市大綱まつり

平成 年度前期行事予定表

土佐市のご協力を得て、土佐市在住者並びに土佐市内の賃貸宿舎に居住している学生に対し前期、後期そ
れぞれ 円の就学奨励費が交付されます。
該当する学生は平成 年 月 日（月）までに事務室庶務課に申請書等関係書類を提出してください。

平成 年度よりバス 台で いの駅 学院間に授業にあわせ 往復の通学バスを運行しております。
利用をお願いします。

土佐市のご協力を得て、土佐市在住者並びに土佐市内の賃貸宿舎に居住している学生に対し前期、後期そ
れぞれ 円の就学奨励費が交付されます。
該当する学生は平成 年 月 日（月）までに事務室庶務課に申請書等関係書類を提出してください。

平成 年度よりバス 台で いの駅 学院間に授業にあわせ 往復の通学バスを運行しております。
利用をお願いします。

就就学学奨奨励励費費ににつついいてて就学奨励費について

通通学学ババスス運運行行ににつついいてて通学バス運行について

定食 円 美味

学院祭のご案内
学院祭実行委員長 作業療法学科 年

大西 洋平

今年も高知リハビリテーション学院の一大イ
ベント、学院祭の季節が近づいてまいりました。
本年度の学院祭は 月 ・ 日に開催致しま
す。今年は毎年恒例のオープニングの餅投げを
はじめ、豪華景品が当たるビンゴ大会や宝探し
など、地域の方々も自由に参加できる催しを用
意しています。また、クラス自慢やカラオケ、
仮装大会やバンドのライブなど学生が中心に
なって行うイベントや学科紹介などがありま
す。例年同様、実行委員を中心に企画を進めて
おります。学生、教職員はもちろんのこと、地
域の皆様にも楽しんでいただけるような企画を
学院祭実行委員一同一丸となって準備していま
す。是非皆様でお誘い合わせのうえご来場され
ます事を心よりお待ちしています。
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